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特　集 大中口径管推進工法の基礎知識③ 泥濃式編

はじめに1

　推進工事の現場条件に対して柔軟に対応し、最も安
全性が確保される状態をつくりだせること、それがツーウェ
イ推進工法の最大特徴である。近年では、施工条件
に制約を受けているため、施工の難易度が並々高くなっ
ている。例えば　「地下埋設物がある」「適正な大きさ
の立坑を設置できない」「発進してすぐに急曲線線形と
なる」「到達立坑を設置できない」「埋設位置が深い」
「到達既設管きょへの到達ポイントが入坑口から数キロ
離れている」など多様な難しい課題が同時に複数個あ
るのが最近の推進工事の現状である。
　当工法ではこれらの山積する課題に対応するため、
本来的にもっている掘進機の高い基本性能に加え、様々
にカスタマイズを行えることで、さらなる安全性を追求し
ている。
　特に泥濃式においては「低推力施工」が大きな特
徴であり、長距離施工、急曲線施工が可能となる。ま
た掘削排泥方式が簡潔であるため、掘進機の重量や、
機長も最小化することができ、基地設備においても今ま
でになかったコンパクト化を可能とする。当工法ではこの
簡潔なシステムゆえの優位性を最大に活かすことで、施
工安全性能を極限まで追求している

カスタマイズ性2

　現場条件はまさに多様で、まるで同じ条件となる現場
は皆無に等しい。つまり掘進機に求められる性能も画一
的な考え方では対応できないのが現状である。現場条
件を勘案し、最も安全性が確保でき、そしてできるだけ
経済性に優れたものを選択する必要がある。
2.1　基本性能
　カスタマイズするうえで、まずそのベースとなる基本性
能が高いことが前提となる。基本性能が優れていること
で、追加性能がより効果的となる。
　・土質の適応能力
　・曲線性能
　・水圧対策
　・発進基地の小スペース化
　・車上プラント
　そして当工法の最大特徴である「掘進機外殻残置
型」等などである。
（1）掘進機外殻残置型

　掘進機外殻残置型はツーウェイ推進工法を特徴づけ
る優れた施工方法である。到達部で掘進機外殻を「残
置」し、インナーパネルで内面仕上げすることで、掘進
機外殻部を管路とすることができる。到達後に外殻を動
かさずに済むため、到達口への補足薬液注入などをい
ち早く積極的に行えることから、到達時の安全性が飛

施工応用性を極め、
突き詰めた安全性を確保する
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躍的に向上する（図−1、2）。
（2）曲線性能

　曲線性能は標準機においても曲線造形能力は高い
が、急曲線仕様機では最高峰の曲線造形能力となる。
曲線造形能力は安全率を考慮した値となっており、余裕
をもった性能となっている（表−1、写真−1）。
（3）排泥ライン

　掘削土砂の取込みを行う排泥ラインには予め以下に示
すような安全確保のための対策がなされている（図−3）。
　①停電時は排泥バルブにリザーブタンクから自動的に
圧縮空気が供給されて排泥バルブは閉鎖する。

　②供給空気圧が不足した場合は、蓄えられていた圧
縮空気で排泥ピンチバルブは閉鎖し、設定圧力以
上に回復しないと再作動を行わない。

　③緊急時は非常停止ボタ
ンで排泥ピンチバルブと後方
の緊急ゲートが閉鎖する。
（4）車上プラント

　発進基地を確保できない
場合は、車上プラントで施工
を行う。図−4に車上プラント
の配置図を示す。

呼び径 最小曲線半径（R＝・m）
標準機 急曲線機

800 20 10
900 25 10
1000 25 13
1100 25 14
1200 30 14
1350 30 15
1500 35 18
1650 40 20
1800 45 23
2000 50 25
2200 60 25
2400 70 25
2600 80 30
2800 90 35
3000 100 40

表−1　曲線性能表

図−1　既設構造物直接到達の概要

図−2　インナーパネル設置のイメージ

写真−1　急曲線掘進機

図−3　排泥ライン制御のイメージ

リザーブタンク

排泥排出口

機械式ゲート（遠隔・手動両用）排泥ピンチバルブ

空圧センサ

ゲート用リザーブタンク

安全回路へ

電磁弁
制御バルブ

空圧供給
排泥バルブ REG


